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アユの保護と産卵環境づくり

 市民の憩いの場、活動

の場としての活用 

流域と連携した市民活

動の実施 

 
市民や子ども達が安全に多摩川にふれあい、 

その魅力を知り、活動できる環境づくり 

○ 多摩川を市民の貴重な自然空間として改めて見直し、市民の憩いの場、活動の場、

学習の場としての活用へ転換する。 
○ 市民、企業、国、流域自治体等との連携や協働、協調の取組みを行い、多摩川の魅

力を育てる。 
○ 多摩川を活用した市民活動の展開を支援し、広く市民の利用につなげていく。 

＜多摩川の総合的な取組みのイメージ＞

保全 
 
 
育成 
 
 
活用 
 
 
連携 
 

市民活動の実践

多様な主体による 
 市民活動の実践 

市民活動の支援

市民の手による 
 活動の相互支援 

総合的な施策展開

アクセス、河川利用環

境の整備、市街地との

一体化など 

（連携・支援） 

（調整・連携） 

＜総合的な支援体制の構築＞ 

二ヶ領せせらぎ館 

京浜河川事務所 

（活動実施・支援） 

かわさき市民

活動センター

市民、流域自治体のネットワ

ーク化、総合活動の推進 

多摩川流域関係自治体 

関係担当局 
総合企画局、

市民局、経済

局、環境局、

ま ち づ く り

局、建設局、

各区役所、教

育委員会 

多 摩 川 を 活 か し た ま ち づ く り 

   

［想定される主な事業］ 

＜保全＞・市民の手による魚類産卵床の整備  ・アユ育成の経年観察 
   ・産卵観察会の開催         ・さくらの植樹  

・多摩川景観形成に向けた取組み   等 
 

＜育成＞・適切に河川域での市民活動を指導・誘導できる人材の育成と市民活動支援 
・市民活動の支援をとおして市民自身のスキルアップを図り、次代の市民活動リ

ーダーを育成     
・河川防災ステーションを活用した「水辺の楽校」３校目の設立   等 

                       
＜活用＞・スーパー堤防整備と連携した多摩川のアクセス拠点の整備 

・トイレ、水飲み場、駐車場などの利用環境の整備  
・カヌー教室の実施   等 

   
 ＜連携＞・流域自治体間の連携による総合的自然環境保全対策等の実施 

・上下流域の市民交流、市民活動団体の連携に向けた取組み 
・国との連携による自然学習の場の整備   等 

    

総合的な支援体制

の整備 

市民活動 行政活動

多摩川流域に関

わる市民活動 

＜多摩川の総合的な取組み＞ 

各種事業の実施と

推進 

スーパー堤防事業、河川環境整備等

多くの市民が多摩川に親しめる方策を総合的に展開 
（連携・支援） 

（全体調整・誘導）

多様な動物が生息できる環境づくり 

気軽に利用できる 
アクセス整備 

流域自治体とネット 
ワークの形成 

河川を活用した実践活動
による市民活動のスキル
アップ 

市民活動における 
人材の育成 

NPO多摩川エコミュージアム

（連携） 

（支援）

（連携） 



 多摩川に関する市民意識 

◎多摩川のイメージ ◎市内施設の利用状況（自然環境） 

◎多摩川において市民が必要と感じる施設 

アンケート結果より、多摩川のイメージは川崎の主な施設や自然スポットな中で、半数以上が「良い」又は「どちらかといえば良い」と回答しており、川崎大師

についで２番目に良いイメージをもっている。また、イメージ結果を反映するように自然環境の施設の利用したことのある率は約８５％であり圧倒的な結果となっ

ている。これらの結果より、市民にとって多摩川は身近で大きな存在になっていることがわかる。 

多摩川河川敷で市民が必要と感じる施設は、「駐車場」｢ト

イレ」「飲み水場」などである。具体的には、野球をするた

めに多摩川から離れて住んでいる市民が自動車でアクセス

できるように河川敷グランドの付近に「駐車場」を設ける

ことや、ジョギングする人のために「トイレ」や「飲み水

場」を設置することが考えられる。 
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川崎大師

多摩川

等々力緑地

生田緑地

日本民家園

地下街アゼリア

ばら苑

よみうりランド

ラチッタデッラ・クラブチッタ

川崎フロンターレ

岡本太郎美術館

二ヶ領用水

夢見ヶ崎動物公園

多摩丘陵

市民ミュージアム

「良い」＋「どちらかといえば良い」

全体 散歩 ジョギング サイクリング 魚つり ピクニック ボート乗り イベント参加 野球 ゴルフ その他

トイレ 69 70 84 76 75 72 69 71 72 61 72

自然公園 42 47 40 45 36 39 39 40 36 63 44

駐車場 32 26 26 24 38 38 43 30 45 40 38

休憩場 23 25 20 23 23 25 25 24 15 21 18

水飲み場 20 21 32 19 23 20 18 20 25 16 19

ベンチ 17 21 21 17 16 17 22 16 14 12 17

売店 15 13 10 16 23 19 17 19 21 13 16

自由広場 13 13 17 14 13 14 11 18 17 13 14

水上公園 8 8 7 9 8 6 9 12 6 8 9

河川までの交
通アクセス

6 6 4 6 6 8 3 5 8 10 5

その他 3 2 1 2 4 0 4 2 2 1 5

単位：％

（注）回答は複数 

出典：川崎市民意識実態調査 平成１６年３月

出典：川崎市民意識実態調査 平成１６年３月

出典：川崎市民意識実態調査 平成９年３月
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無回答

利用したことのある率



 

◎多摩川水系のＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）経年変化図（年度平均値）

出典：水質年報 平成１４年度
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◎多摩川水系のＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）経年変化表（年度平均値） 

出典：水質年報 平成１４年度

◎ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）値による魚類の生息の目安 

出典：水産用水基準（１９９５年度版） 

３ｍｇ／ｌ以下 ウグイ、タモロコ等

２ｍｇ／ｌ以下 サケ、マス、アユ等

５ｍｇ／ｌ以下 ウグイ、タモロコ等

３ｍｇ／ｌ以下 サケ、マス、アユ等

生育の条件

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）

自然繁殖の条件

 かわさき水辺の楽校 

 

かわさき水辺の楽校は

国土交通省の施設である

二ヶ領せせらぎ館を本拠

地として、NPO やボランテ

ィアによって「多摩川の持

つ豊かな自然を活用し、河

川に関するさまざまな活

動を通して水に親しむ楽

しさを理解し、児童の健全

な育成」を目指し、河川に

関する安全教育や自然教

育、河川をフィールドとす

る活動などを行っていま

す。 

現在、二ヶ領せせらぎ館

の本校と等々力校の二カ

所で活動を行っています。

水辺の楽校（等々力校）

平成 16 年 4 月 

多摩川の水質の経年変化 二ヶ領せせらぎ館とかわさき水辺の楽校 

単位：mg／ ℓ 

３ｍｇ／ℓ以下 

２ｍｇ／ℓ以下 

３ｍｇ／ℓ以下 

５ｍｇ／ℓ以下 

S46 S49 S52 S55 S58 S61 H元 Ｈ4 Ｈ7 Ｈ10 Ｈ13 Ｈ14

多摩水道橋 5.2 4.6 6.1 6.1 4.3 4.5 3.8 3.7 4.8 1.9 1.9 1.3

田園調布取水堰（上） 9.3 6.6 7.8 6.7 5.1 5.6 4.2 4.1 3.8 1.8 1.8 1.0

大師橋 5.6 3.9 3.9 3.5 2.7 3.0 2.4 2.3 3.1 1.8 2.1 1.4

二ヶ領宿河原堰と二ヶ領せせらぎ館



有料野球場

有料サッカー場等

無料多目的広場等
（サッカー場含む）

無料野球場

▼　民間ゴルフ場等

△　民間運動場

　　民間貸しボート

国道409号

東京大師横浜線
　（産業道路）

国道15号

国道１号

国道246号

鹿島田菅線

世田谷町田線
尻手黒川線

幸多摩線

サイクリング道路
　　　（県管理）

サイクリング道路
　　　（市管理）

多摩川ハーフマラソンコース

サイクリングコース

小段

９ｍ

７ｍ

多摩川
ハーフマラソンコース

駐車場台数４５台

駐車場台数１６０台

駐車場台数１００台

駐車場台数１００台

多摩川河川敷施設と駐車場一覧

宇奈根

瀬田

丸子橋

上平間

花火大会

駐車場台数６８７台
　　（４ヶ所合計）

等々力

公園管理課所管多摩川河川敷スポーツ施設一覧

多摩川に関する施設・イベントの利用実績
マラソンコース　　団体利用　　　　　　　　25,665人　　　H15
　　　　　　　　　ランフェスタ・駅伝　　約10,000人　　　H15
カヌー教室　　　　　　　　　　　　　　　　　　37人　　　H15
公園管理課施設　　（無料施設は推定） 約987,262人　　　H15
水辺の楽校　　　　　　　　　　　　　　　　 2,402人　　　H15
多摩川花火大会　　　　　　　　　　　 　約300,000人以上　通常
バーベキュー等　　高津区二子橋付近　　　約10,000人　　　GWのみ
合計　　　　　　　　　　　　　　　 　約1,335,366人

美化活動
多摩川美化活動　　１２９団体参加　　　　約15,000人　　　H15.6.1

サイクリングロード
①川崎区　　　　　殿町１丁目（平日）　　　　 498人　　　H16.5
　　　　　　　　　　　　　　（休日）　　　　 426人　　　H16.5
②中原区　　　　　丸子橋付近（平日）　　　　 632人　　　H12.7
　　　　　　　　　　　　　　（休日）　　 　1,784人　　　H12.7
③多摩区　　　　　小田急線下（平日）　　　　 822人　　　H12.7
　　　　　　　　　　　　　　（休日）　　　 2,724人　　　H12.7

水辺の楽校

水辺の楽校

利 用 実 績

：有料施設

市街地 川
← →

△

▼

△

▼

▼

▼

△

△
△△△△△△

パークボール場

市民健康の森

駐車場台数１５台

稲田公園



水洗トイレ

非水洗トイレ

国道409号

東京大師横浜線
　（産業道路）

国道15号

国道１号

国道246号

鹿島田菅線

世田谷町田線

尻手黒川線

幸多摩線

現 状 と 課 題

二ヶ領せせらぎ館

・河川敷内非水洗化トイレ２１ヶ所（３３基）

・河川敷内水洗トイレ２ヶ所（二ヶ領せせらぎ館を含む）

・近隣水洗トイレ４ヶ所（稲田公園、布田橋上河原堰、等々力緑地、御幸公園）

トイレの現状

駐車場台数４５台

駐車場台数１６０台

駐車場台数１００台

駐車場台数１００台

駐車場台数６８７台
　　（４ヶ所合計）

等々力緑地

宇奈根駐車場　１００台

瀬田駐車場　　１００台

丸子橋駐車場　１６０台

上平間駐車場　　４５台

駐車場の現状

・等々力緑地駐車場については、４ヶ所合計で

　６８７台確保されているが、緑地内の施設利

　用が多い

・稲田公園駐車場は通常１５台程度　

諏訪歩道橋

北見方歩道橋

宮内歩道橋

小杉陣屋町
　　歩道橋

上丸子天神町
　　　歩道橋

ガス橋歩道橋

古市場歩道橋

さいわい
　歩道橋

歩道橋設置　　　　　８ヶ所

　内スロープ付　　　１ヶ所

信号機＋横断歩道　４２ヶ所

　内スロープ付　　２７カ所

＊川崎市域の多摩川堤防と沿川道路の

　アクセスポイントの調査

横断歩道橋

多摩川へのアクセスの現状

駐車場台数１５台

稲田公園

布田橋
上河原堰



多摩川景観計画

国道409号

東京大師横浜線
　（産業道路）

国道15号

国道１号

国道246号

鹿島田菅線

世田谷町田線

尻手黒川線

幸多摩線

県管理サイクリング道路の移管

想 定 さ れ る 今 後 の 主 な 計 画

既設水辺の楽校
　　　　（本校）

既設水辺の楽校
　　　（等々力）

河 川 防 災 ス テ ー シ ョ ン （ 災 害 時 イ メ ー ジ ）

河 川 防 災 ス テ ー シ ョ ン （ 平 常 時 イ メ ー ジ ）

水辺の楽校（３校目）

河川防災
　ステーション

スーパー堤防整備検討箇所

御幸公園

大師河原

等々力緑地

稲田公園

現況の多摩川

スーパー堤防横断部

スーパー堤防によるアクセス改善
（イメージ）

市民参加の花畑づくり

地域再生計画の検討

都市再生
　緊急整備地域

自然学習の場の整備

散策こみちの検討



 
多摩川水系河川整備計画(国土交通省の計画)（平成１３年３月策定）

周囲の環境や河川利用の要望等に配慮し、多摩川が持つ個性や姿を生かしながら、人々の暮らし

と自然の調和を目指した５つのゾーンを設定し、さらにそれぞれの地域に合った利用と自然の保全

を目指した８つの機能空間に区分する。 

Ａ 人工整備ゾーン 

 運動施設、遊戯施設、休憩施設、修景施設、便益施設等の人工的施設を積極的に整備するゾーンで

ある。 

Ｂ 施設利用ゾーン 

 人工的な施設が中心となるが、とくに堤外地の自然環境が優れている部分については、自然的レク

リエーション施設、文教施設を配慮する。 

Ｃ 整備・自然ゾーン 

 人工的利用と自然的利用が相半ばしているゾーンであり、散策路、休憩施設等を配慮する。 

Ｄ 自然利用ゾーン 

 野草園、自然観察園、自然探勝路等の自然的な施設を中心に整備する。しかも若干の人工的施設を

配慮する。 

Ｅ 自然保全ゾーン 

 自然生態系の保全を目的としたゾーンであり、積極的な人工的利用を図るための施設は原則として

持ち込まない。 

◎５つのゾーニング分けと８つの機能空間 
①避難空間

②地先施設レクリ

エーション空間

③広域施設レクリ

エーション空間
④運動・健康管理空間

⑤自然レクリエー

ション空間 ⑥文教空間

⑦情操空間 ⑧生態系保持空間

沿川住民のため

の人工的な施設

利用の余暇レク

リエーション空

間を意味し、例

えば児童公園、

近隣公園等に対

する要請にこた

える機能空間 

沿 川 住 民が 災 害

時 に 避 難す る た

め の 安 全な 広 場

を 確 保 しよ う と

す る 要 請に こ た

える機能空間 

総合公園、広域公

園 的 な 利 用 を 望

む 広 域 住 民 か ら

の 要 請 に こ た え

る機能空間 

運動公園、健康

管理施設的な利

用を望む広域及

び沿川住民から

の要請にこたえ

る空間 

多摩川の自然との

触れ合いを対象と

したレクリエーシ

ョン利用を望む広

域及び、沿川住民

からの要請にこた

える機能空間 

多摩川の自然と

の触れ合いを対

象とした文教空

間に対する広域

及び沿川住民か

らの要請にこた

える機能空間 

身近な自然を保全

若しくは保護する

ことで、住民の情

操観念の育成に資

する機能を有し沿

川地域からの要請

にこたえる空間 

全 人 類 的 見 地 か

ら、学術的に価値

づけられる、広域

的 に み た 貴 重 な

生 態 系 を 保 持 し

ようとする空間

ＥＢＣ

ＥＢＣ 


